
【調剤過誤防止に向けての薬剤師会の取り組み】  

1．調剤事故防止チェックリストによる薬局相互間チェックの実施  

医療安全の観点から各薬局を妨潤し、各薬局の同且点の洗い出しを行います．平成20年10月より全営業   
高から開始し、兼剤師全役員薬局、一般会Å薬局と月次行います．ここでの結果は平成20年度中に集積を行   
い会員に報告するとともに研修課超とします．尚、チェックリスト項目については、後日お知らせいたします。  

2，処方せんを受けるにあたり、重点管理医薬品（ハイリスク業）の  
保管管理につながる薬剤の研修会の開催  

医療安全研捧会に関しては、手術部との連擁により安全管理委員会として必修の研捧会を設けるなど、年間   
に受ホしなければならない研♯会を明示します。また初動として、安全管理が充実している薬局の訪問研修を   
平成20年11月に実施し、早期の意識改革をおこないます．  

3．ホームページの活用  

総務部との連携により旭川薬剤師会のホームページ会員サイトで、必蔓な情報が取り出せ、活用できる休刊   
をとります．（調剤過誤報告事例、インシデントレポートの集積や統計、チェックリスト、など）  

4．インシデント事例の集積について  

インシデント事例報告t塵、FAXやインターネットにて報告できるスタイルに改変し、平成20年11   
月より運用を開始します。2ケ月毎にデータを集積し、閉租点の洗い出しや共著を回ります。  

5．適薬の基準薬局の活用  

将来的に遭菓基準薬局の認定基準である医療安全に係わる部分に関して、必修研修会などの出庫状況等盲勘   
案し、旭川支部としてルール作りをし、基準藁鳥を申請します。   

安全管理委員会の立ち上げ   

■ 平成20年8月4日重大過誤発生！   

■ 旭川医大病院院長からの安全管理対策   
提出要請  
薬剤師会としての対応について   

■ 8月28日安全管理委員会立ち上げ   

■ 9月26日旭川薬剤師会総役員会で決議  
旭川医大薬剤部部長より、薬局の安全管理体制について助言  

調剤事故防止チェックリストによる薬局同相互チェックのお願い  

【目的】  
各薬局を訪問することで、日常調剤業務の総点検と薬局内でエ夫され  
ている点や情報収集などを行い、他薬局の取り組みも参考に、薬局が  
抱えている問題点を考察していきます。そのことにより、患者さんの  
安全と信捷の確保のために、医療安全に対する意識の向上や体制の整  
備などを共に考えていくことを目的とします。   

【実施要項】  
1、別紙の「調剤事故防止チェックリスト」に基づき実施できている  

か菅かを考えて頂きます。  
2、前もってチェックリスト表をお渡し、訪問可能な曜日、時間に  

うかがいます。  
3、安全管理委員会等、1′｝2名の薬剤師が訪問いたします。  
4、所要時間は30分ほどの予定です。  
5、会見の皆様にご協力いただく 実施期間 平成21年1月～6月末  

の予定です。  
6、訪問時間帯は原則18時30分以降にお廉いしたいと思いますが  

それ以外でもご相談ください。   

∫ r  



薬局訪問を実施した感想と今後   

■改善の余地があると思われた事例  

■重点管理医薬品が特別な配置棚に分類されて  
いないケース（扱い薬が少ないが）   

■手順書が初回作成され、見直しが行われてい  
ないケース  

■向精神薬第2類の入庫管理に誤解がみられた  
ケース  

薬局訪問を実施した感想と今後   

■今後の訪問  

■訪問を受けた薬局が他の薬局のチェックを  

実施  

■今までの訪問での各薬局でのエ夫等を紹介  

しながら、その薬局にあった安全管理を考  

えて頂き、手順書の更新を意識してもらう。  

薬局訪問を実施した感想と今後  

t他の薬局に紹介できると思われる事例  

■スライドで紹介した事例   

■散薬瓶に年齢別、体重別服用量の記載カードが  
ついている   

■鑑査台には小児薬用量の本が置いてある   

■薬局内のインシデント報告書を回覧している   

1先発品の下に後発品を配置している   

■禁忌情報は薬剤師が予め設定しレセコンに入力  
した時点で確認できる  

旭山動物園  
薬局訪問の意義  

■業務手順書に基づいた薬局の安全管理体制を、   
他の薬局がチェックし、安全管理の意識の向上   
と、普段気付かないリスクの排除   

■模範になる安全管理体制を集積し、その後の   
チェック時に他の薬局に提案出来る資料作り   

■他の薬局が訪問する事により、忙しくて普段後   

回しになりがちな部分を改善するキッカケ作り  

医療安全とコスト、手間の関係を  
意識してもらう事が大切！！  

第1回医療安全研修会  平成20年11月20日（木）21日（金）  

■メソトレキサートの厚生労働省からの誤投与防止策について  
t調剤事故防止チェックリストと薬局訪問の中間報告について  
■インシデントレポートの入力方法と中間報告について   

重点管理薬品の研修  



第2回医療安全研修会 平成21年1月25日（日）  

■r信頼される薬局に求められる医療安全J   
日本薬剤師会 常務理事 木村隆次先生  

旭川薬剤師全会員専用エリア  
AゞahikawaPharma⊂Cutl⊂alJ＼sso⊂1ation M【ごmbcrゞノ＼r（ごn  

旭川薬剤師会は、包より付託された資格の1さ、薬剤師法第1集の精神をもって総合規制改羊会班の進める一  
般小策店での医藁品版木規制緩和に断助反対する．また、医薬品流通の1兼を負いながら、薬剤師不在での  
医薬品薇爽を画策する書に対しては、医線香としてこれを控ゎない．  

病院凄剤師、旭川薬剤師会非会員の方へ（もちろん金島の方も）   

旭川掴会では全ての紬二対して㈹を伝達するため．このウェブサイトの他に、メーlノンクリストを用い  
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論皆さん同士の情…もメ一ノングリストならではの魅力．  
登坤ご希望の方は下記⊃ンテンツの中にある「細川抽ノーー■いノイりスH應ご羊下きい。  

●ユーザー名：yakuzaishi  
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インシデントの事例   

■ディオバン40mgの処方の所、ミカルディス   
40mgをピッキングした  

■後発品を先発品に戻す筈だったのが、後発品の   
まま調剤  

■薬袋の間違いで、「朝夕食後」が「朝食後」、   
「昼夕食後」が「朝夕食後」で交付してしまっ   

た  

いずれも直ぐに気付き服用前に手当てが着いた  

インシデントのデータ  
■平成21年2月末までの入力件数  161件  

t発生場所  ★レセコン入力時  
★調剤時  
★最終鑑査時  
★交付後  
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■条件   2年～5年   比較的余裕のある時間帯   

■事例  1．計数のあやまリ  
2．その他  
3．処方せんの見間違い、無理な判読  
4 同じ医薬品規格違い   

■要因   1 その他  
2．自己判断や思い込み  
3．単純な「錯覚」「勘違い」   

■交付後  いづれも服用前に気付〈  
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インシデントの事例  今後の検討課題  

■記入のしやすさを重点に置いて入力を増やす事   
は出来た。  

■入力しやすさと、解析のし易いスタイルをさら   
に検証し、今回のインシデント集積後、項目を   
精査。  

■インシデントの定義の違いに当初困惑。  

■インシデントだけでなく、アクシデントの報告   
も出来るようなシステムを要望。  

■インシデントの度合いを正確に認定する（健康   

被害も含め）委員会のあり方。  

■1汀  袋に入れた  
モーラステープし 35披   

1】，■イン川‖■の1周■2ml（E貪り〕   

内苔娯  枚  
一書■  1ユml（目生り〉  

タオニール25mg   ■・÷  

■・ニ ー  ▲■・1  へ■ン！1捉1日4抜の内蔵に入わる                                     内容正重大食品                 エンピナスP一】2C出すところ  ′・ニ ケ  1他劇（局名〉の84Tと両遭えた    イソジンケルt4p  内容p  1イソジンケルモ8gだした    チモアトール 3孝  ■■ 二⊥  5不    JTイアスピリン 56  内菩E  58    オメ7‾ラールID  内容■■オルメテック1（）    シグマート 27DT  ■、上L  180T    乳カノL  8朋⊃  内容ヨ  2SZP  
内容玖‡ハルシオン6ロ立  

ブルゼニド一句化内にあリ  内容謀■ブルゼニドヒートで■利  
用法（生理5【柑から）   内冨㍍＝用ま（生t58宥から〉  

ダイアモックス   内宮覇】タカメット  
アムDジンOD5   内容Ⅸファムロジン5  

リドメックス歓声   内宰領iリドメックスロション  

モーラステープし   内冨譲＝モーラステープ  

卜しドミン   内冨璃…工チソラム  
ポケリポースDDO3 56錠   内宅欄ト＝ポウリホースDDO3 84錠  

インクレミンシDツプに遮光袋   内容慎一重光裁つけな〟った  
イムラン半温◆ヒート   内容Hブイムラン半空このん（ヒートの出し忘れ）  

一色化の印字⊂氏名を入わない  内容一三氏名を印字  
p化マク貴シつム（分包昂）  内容鋲プマーズしンS（分包品）   ハルシオン30t2  

まとめ  

■薬局訪問でのチェックは、当初反対意見も多   

かった。  

■訪問を受けた薬局は事前準備と、事後改善で有   
意義という意見が多かった。  

■インシデント集積による意識改革が今後の課題。  

■グループワークなどによる研修会を利用し、各   
薬剤師の意識向上を図る。  

■医療メディエーター的人材の育成  

各薬局が、医療提供施設として安全に関する意識を  
しなければ、地域住民から信頼される「薬局」には  
なり得ない。地域全体としての意識改革が必要。   

今後の安全管理委員会の方向性  

■チェックリストによる薬局訪問を増やし、会員   
の意識の向上を図る  

■インシデントレポートの活用による安全意識の   

向上  

■他の委員会の研修も含め、重点医薬品の研修や、   
医療安全の研修会を継続実施  

■ホームページを活用し、会員に伝達する情報を   
いち早くお届けする  

■ネット環境にない会員に対しても同じ情報を提   

供する方策を検討する  

ご静聴ありがとうございました  

承一一 ∬－さi  



東京都薬剤師会北多摩支部  

を構成する5市  

武蔵村  人口：502，736  
会員薬局：140軒  
会員数：180人  

病院 ：21軒  
診療所：372軒  

歯科 ：296軒   

立ルl市  

昭島市   

」‾＼、国立市  
＼＼J′■－・・  

日次  
はじめに   

第Ⅰ辛 薬局関連医療管十画モデル  
1．北多摩支部における地域医療連携実践例   

rlヨ立市における、まちかど保」拠蛮 の鋏み」   
「立川i布なとでの結偵バスノートを月】いた服薬節句旦の言ぺみと、これからの屁ゴま』   
rおくすり手棟に貼る便利シーノレを北多座支部でつくってみる』   
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岬   

チェンクノた項目モー玖はlこ了る  

それ云でに穏和ケア医療奉学会一義刑師研穫センターなどの皇位取得どうするかも考え王しょう．  
2月委員会でかなり治めないといけ左さそうですね．  

・孟根本博夫（北多度支部会員（都築／北多度支部））2（闇／2／5（木）11▼39  
小川友部膿．吉田さんこ迷惑をかけてしまい、申し訳こ乱、ませんでした．今後は一つ一つ碓盛しながら進めるようにいたします∴  
ない点が多かったので反省しています．  
参加tに関してほこれまで他職種の方が参加する鞭会lユあまりGく．前例がほとんどなかったと思われます．連携対策委具合の今後（  
冒会の方針から言えlま、他怜種の参加が必多育となるのて．ここで参加費ほ統一の見脾を王とめておく必軌lあると思います．  

内専  
●曙‡D大学薗亨吉Iハイ  

・豊吉田寺（北多摩支部会員（書院／北多度支部））2【畑／2乃（木）1132  
部柔宛てに出した案内ほこちらです．  
全紡が会員・その他・栄養±の3段脂になっております．  ∈壷面映学平成2睦虔隅  こ月酬十夕享＋＿＿′Iヽ槻＋＋  
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コンテンツ分類一覧   

遅U（  

畏壷  
立五  
重表  
立元  

介ま尋毛   
「∴フル  

l、ヽ．、   

研軒嘉   
そ【′弛  

；｝リ  

共有l  
しお  
1＝         川．』  
・堕  

■■■■■ご－J‾Tニ亡：Tl  

r お知らせ  

トバ珊択潮和上Lが6件あります・  

こ小川光一さんの最折情報  
l 鳳人フ■ルタ ■  

ミ  
q〇  

l  

動画閲覧システムについて  
・ムービー   

コンテシーγの種類  

研修会や講演会などで撮影したデジタルビデオカメラの映像を   
サーバーにアップすることで映像（含、音声）の配信が行えます。  

・テキストページ   

文字（テキスト）と画像にて利用することができます。  

・アンケート   

管理者によって作成された質問を選択または自由記入にて回   
答します。   

回答結果は、管理者のみがCSVファイルにて出力できます。  

・理解力テスト   

管理者によって作成された問題を選択式または、完全一致の語   
句にて回答しその場で採点結果を表示できます。   

回答結果は、管理者のみがCSVファイルにて出力できます。   

・システム概要   

本システムは、撮影した映像やテキスト、画像にてコンテンツ   
を作成できます。   

アンケートや理解力テストを実施することが可能です。  

・コンテンツの管理   

管理者のみがログインできるコンテンツ画面により新規登録Y   

や編集作業が行えます。  

・．利用者の管理   
本システムの公開ページにログインするには配布されたIDと   

パスワードが必要セす。   

管理者は、新規旧の発行や変更、削除が行えます。  
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薬局実習アンケート（2008－07－1鋸  

丁ノテンツー昔  

‾ 71  

問1〔．年宥廣花実習の愛人は可縄てすか？  
黙受入可忙と≡えても変人某局lこ全村きれるわけてはありません  

可呂岩  不可呂壬  

聞2 ♭年利某局貫首の受入よ局に対する日本渾誘り師芸の基本的な考え方ではモテ几・コアカリキュラムて諦めちれる  
引蓬弓ほ勅ヰで芥局製剤・漂方製剤・在宅匡押l謝する冥習頭目があります。白馬ア封臥′てし、る兼粗）、あれば  
遅鯛してくたさい。  
㌫樗紋蓮択可能  
′里方製則  栗局別8l  

1在宅匡眉  

間j【擢万梨削某局裂馴こ九をつけた某局は以下の貸間lこお香えくたさし、】  
哲考lこ示さnた貫習石嶋でIJ、讃方製剤薬局製削ここいての吉見明モ9D労軋ま咄の貫首モ90うう問×2匝1で  
トテうと／∫っており王す．  

幸代菅受けてもよし、粟局は妻托き更けるこあたっての机姐占．不雪なd中空望等モ放えて下さい。  
垂托を安けたくなLl某局はその理由苦戦えて下さい．  

一
間
 
 

丁ノテンツーてi  

コテンの特徴として、適切でなt、のはどnですか71つ運んでくたさ．㌧  

けバコlこ対する依存を引ざ起こす原画他屑．  二醍素を運搬するへモクロビンとの結合力が強し㌧  

甘iで県警作用、大iてIl静作用モもたらす． イ経机血管収昔作用を有する．  

問コリ蹟豊後、放出が鶴首さnる神経伝i郵相の作用1こより規nる効果とし「∴過切でないのほどnですかて1つ担  
んでください．  

多幸懸  鷺は  
「食欲】曽遮  「誓昭和  

問J 夕日コに対する慣行の説明どノて、適切でないの】Jとれですわ、？1つ遅んでくた訊、．  

・夕日コlこ対する依存lこほ、身†‡的†釘宇と心I！粁〕′いIt呵依存は、Ilむ翳テ勤が生活吾■≠として‡且み込まれて  
慣再の2つがある．  いる状態である．  

鳩イ槻存lま、＝⊃チノに対する某l知抜写であU心Ⅰ！帽存は、二⊃テン依存からの細腕を肋ける＝コチノ  
置換揖達てケアでぎる．  

粧l心唖用椅捌焼払て、造切でなし、のほとれてすかて1二憾んでくたさい・   
－
皐
N
O
－
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NEATを増やす  

座位の消費力ロリー  0 0304k⊂∂眺g／∩¶n「  

起立時の消費力ロリー 0 0375k⊂副kgノm事∩一差は  
‾k⊂alルg／・111・1  

70k gの人が－1］2時間（1ヱC分）起立時が多いと‥   
二二二1lく柑りk9／［・∩×70kgxlニOm・∩＝一：ニ ヒ・lく（al  

その生活を一年続けると‥   
こ三 三k（alx∋65日＝21∠し62kc∋l  



厚生労働省委託事業  ¢茨城県  

地域医薬連携推進事業の目的  
平成18年の医療法改正により、薬局は医療提供  
施設として位置づけられた。  

平成20年度から医療計画に医療連携体制に関  

する事項や在宅医療の確保に関する事項を記載  

することになり、薬局においても、その役割を十  
分果たせるように、これまでに増して医療機関と  
薬局の連携を図る必要がある。  

しかしながら、現在のところ、県内において医療  
機関と薬局の連携は必ずしも十分とは言えない  

ため、県内の医薬連携の現状及び課題を調査把  
握し、課題解消に向けた方策を検討する。  

地域医薬連携推進事業実施報告  
～地域で顔の見える薬局薬剤師をめざして～  

平成21年3月13日  

茨城県日立保健所  

年度計画  

事業内容  
年度   事業内容   

19   地域医薬連携推進事業（厚生労働省委託事業）  

モデル地区（ひたちなか、高萩・北茨城）において  

・医薬連携の現状及び課題の把握  

・課題解消のための方策検討  

・先駆例の実態調査   

20～21  モデル地区において事業展開   

22～24  ・新しい医薬品供給体系を踏まえた連携モデルの  
県内への普及  

・在宅医療推進セミナー開催   

保健所（県内2ケ所）  

・医薬連携の現状及び課題の調査検討  

・課題解消に向けた方策の検討  

・医薬連携検討会議の開催  

保健福祉部薬務課  

・茨城県医薬分業対策協議会の開催  

・関係者への普及啓発  

事業実施地域（県内2ケ所）  

ひたちなか地域   高萩・北茨城地域   

（ひたちなか保健所）   （日立保健所）   

（D処方せん受取率が高  ①過疎地医療の拠点病   

く、在宅医療に取り組ん  
でいる薬局が比較的多  

い。  

（∋すでに地元の医師会、   

歯科医師会、薬剤師会  連携についても検討が   

の合同の勉強会が開催  

されている。   

ヽ一・■一  

人口、年齢構成（H19．4．1現在）  高萩・北茨城地域   

茨城県の北東部に位置  

産業経済の状況は、旧産炭地域であり、現在は、  
エ業団地造成等により二次産業の育成にも努め  

ている  

地域西部の山間部は 

年齢構成は県平均より、高齢化が進んでいる。  

本地域は、旧高萩保健所管内であり、独立した  
医師会、薬剤師会が組織されている。  

高齢者人口の割合（H19．4，1現在）  

人口   

32．259人  

48．776人  

2．966．199人  

口65削1上ミ  

旦攣塑旦   0％    20％    40％   60％    80％  100％  



院外処方せん発行状況  
H18．10．1現在（ただし院外処方せん発行施設数はHlg．12現在）  

医療機関の状況 H18．10．1現在  
高萩・北茨城地域  県全体  全国  

施設数  10万人  
あたり  

（病床数）   
あたり  

病院   8施設  

1220床  1497床  1125床  1273床   
診療所   31施設  38施設  57施設  77施設   

うち  8施設  

有床診療所   90床   110床  96床   125床   

うち往診実施  
診療所   

歯科診療所  29施設  36施設  46施設  53施設   

うち往診実施  
歯科診療所   

高萩・北茨城市   県全体  

施設数  院外処方せ  
ん発行施設  ん発行施設  
数（％）   数（％）   

病院   8  7  148  

（87．5％）   （74．7％）   

一般診療所   31   1，775   681  

（35．5％）  （う8．4％）   

歯科診療所   29  9  172  

（31．0％）   （12．4％）   

計   68  27  

（39．7％）   （29．g％）   

－
阜
N
阜
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処方せん受取率（％）  薬局の状況（H20．2．1現在）  

薬局  35   

各  32  

種  30  

機  
輪番制参加薬局   32  

在宅患者訪問薬剤管理指導届出施設   26  

うち請求実績のある薬局   4  

無菌製剤対応可能薬局   0   

0
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 －◆－－一高萩市  

－■－一北茨城市  

茨城県  

全国   

15   16   17   18   19  

年度   

医薬連携検討会議  
高萩・北茨城地域の事業内容   

・ 

・先進地視察調査  

・医薬連携研修会  

日時   議題   

第1回  （1）地域における医薬連携の現状について   
H19．11．8  （2）地域において医薬連携をすすめるための課題について   

第2回  （1）地域において医薬連携をすすめるための課題（取りま   
H19．12．6  とめ結果）について  

（2）課題への対応方策について   

茨城県医薬分業対策協議会 H20．1．22   

第3回  （1）茨城県医薬分業対策協議会の開催結果について   

H20．2．4   （報告）  

（2）今後の地域における医薬連携の推進について   

検討結果  
医薬連携を推進するための課題   

①薬局と医療機関、訪問看護ステーションや在宅介護分野との   
連携  

②患者をサポートする者に対する治療情報（医薬品情報を含   

む）の提供  

③お薬手帳の有効活用への取り組み  

④薬局薬剤師の在宅患者訪問薬剤管理指導実務に関するス   
キルアップ  

⑤在宅医療推進等に係る医薬連携に必要な書類作成事務の   
軽減  

⑥更なる処方せん受取率アップ及び処方せん発行医療機関の   
増加  

⑦地域における勤務薬剤師の確保   

検討結果  

現状分析  
医薬連携の現状分析  

・通常の医薬分業の範囲内での連携はある  

・医療機関から薬局に対し在宅患者訪問薬剤管理指導の   
指示が出ることは少なく、地域全体への広がりは認めら   
れない   

薬薬連携の現状分析  

・地域薬剤師会と地域拠点病院の間では、年に数回、薬剤   
師会役員、薬局長の会議が開催  

・地域拠点病院の1つでは、退院する患者に対して、医薬   
品情報シートを用いて退院時服薬指導を実施  



（a）関係者が互いに顔の見える  

関係を築くための土台作り  

（1）合同研修会の開催  

・医師、歯科医師、薬剤師、看護師が合同で定期的に研修   
会を開催する。各会のテーマにより、その都度関連する   
職種の人にも参加を呼びかける。   
→ 第1回目三師会合同研修会の開催（平成20年3月4日）  

「平成20年度診療報酬改定の展望とジ工ネリツク医薬品の  
現状・課題」   

（2）従来の研修会・会議への相互参加  
・薬局と訪問看護ステーションとの連携強化を図るため、訪   

問看護ステーションが行う在宅の担当者会議へ薬剤師の   
参加を促す。  

・現在、地域薬剤師会で定期的に行っている勉強会に、訪   
問看護ステーションの担当者（看護師等）の出席を促す。  

優先的に取り組む課題  

（a）関係者が互いに顔の見える関係を築くための   

土台作り  

三師会や看護師、ケアマネージャーその他今後在宅   
患者に関わる多職種が意見交換する機会を設け、具体   
的な業務連携に備え、互いに顔の見える関係を築くため   
の取り組みを行う。   

（b）お薬手帳の活用拡大  

お薬手帳の活用拡大を図ることにより、薬局・病院・診   
療所・訪問看護ステーション等が患者の医薬品に関する   
情報を共有し、一貫した服薬管理を行うための取り組み   
を行う。  

（b）お菜手帳の活用拡大  
先進地視察調査   

・群馬県渋川地区  

在宅ケアネット渋川他   

（1）一般住民への啓発（市広報誌への関連記事掲   

載等）  

・お薬手帳は一人一冊を周知  

・医療機関における持参薬管理及び退院時等の服薬指導、   
あるいは薬局における薬歴管理等に、お菜手帳が有効   
であることを周知  

（2）医療関係者相互の情報ツールとしての活用  

・地域において、お薬手帳に記入する項目等を決めておく   
など、お薬手帳の活用拡大を図るための取り組みを検討  

医薬連携研修会  平成20年度の実施結果   

の関係者が互いに顔の見える関係を築くた   

めの土台づくり  

・医師会勉強会、薬剤師勉強会に相互参加  

・三師会合同研修会（平成21年1月21日）  

テーマ「処方薬剤と医療連携」   

日時・  平成20年2月27日（水）   

場所   北茨城市民ふれあいセンター   

講演（D  医療制度改革と薬局・薬剤師の役割  

厚生労働省医薬食品局総務課  

薬剤業務指導官 長谷川洋一氏   

講演（∋  地域住民の健康づくりと薬局機能  

（社）日本薬剤師会  

常務理事 飯島康典氏   

平成20年度の実施結果  平成20年度の実施結果   

③薬剤師のスキルアップ  

・地域拠点病院の見学（平成20年8月）  

・薬剤師会勉強会  
O「高萩地区の在宅医療の現状とこれから」（平成20年8月）   

講師：地域で在宅診療を実施している医師  

O「薬剤師の在宅医療」（平成20年8月）   

講師：在宅患者訪問薬剤管理指導業務を実施している薬剤師  

O「訪問看護の現状と課題」（平成21年2月）   

講師：地域の訪問看護ステーション管理者   

・薬と健康の週間にあわせ、一般市民への   

お薬手帳の啓発（お薬手帳の配布と使い   
方の説明）  

・地域拠点病院で、入院時及び退院時服薬   
指導時に、お薬手帳を活用。  



平成20年度の実施結果   

の開催（平成21年3月5日）  

・医薬連携推進事業の進捗状況を管理  

・今後の取り組みについて検討  

まとめ   

・平成20年度は、「関係者が互いに顔の見   
える関係を築くための土台作り」を中心に   

取り組んできた。  

・平成21年度は、薬局が、在宅医療に積極   
的に参画し、地域医療に貢献できる体制を   
整備する。  

～平成21年度へ   

今後の取り組み  

薬局の受け入れ体制の整備  

→ グループ化の検討  

→ 薬局の連絡窓口の明確化（コーディネータ役）  

薬局と  

→ 医療機関との連携強化  
→ 訪問看護ステーションとの連携強化  

→ 在宅介護支援センターとの連携強化  

．浪．  




